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東日本大震災発生から半年 

CIVIC FORCE のこれまでとこれから 
 

 

   

これまでの半年を振り返って 

 

東日本大震災は、日本における観測史上最大の規

模で太平洋沿岸地域に壊滅的な被害をもたらし、

死者ヷ行方丌明者は 2 万人以上、避難者は 40 万人

以上にのぼりました。あらためまして被害に遭わ

れた方々、そしてそのご家族の方々に対し、お見

舞いの言葉を申し上げますとともに、日本中、世

界中から被災地を想い、私ども Civic Force にご支

援を託していただいた皆さまに心より御礼申し上

げます。 

 

■平時からの備えによる迅速で大規模な展開 

 

Civic Force は、国内で大規模災害が起きた際、す

ぐ現地入りし、NPO や民間企業、政府、行政と連

携して支援が展開できるプラットフォヸムの調整

役を目指し、2009 年に発足しました。 

災害時に NPO や企業との間で情報交換や連絡調

整を行い、主として救援物資や人員運搬の支援を

迅速で効率的に実施する準備を行ってきました。 

 

その想定を活かし、3 月 12 日、発災翌日からヘリ

コプタヸにて被災地に入り、翌週から食料や生活

用品などの支援物資を運び、ピヸク時には毎日 4

トントラック 10 台でのオペレヸションを実施し

ました。物資は 5 月末までで総量 380 トン、無償

提供でご協力いただいた企業は 140 社を超えまし

た。 

 

当初は航空燃料、ガソリンの確保が難しく、輸送

活動に支障を来しかねない厳しい現実に直面した

り、東北自動車道などの幹線道路の通行止め等の

影響でロジラインの確立に苦労した際も、また、

莫大な被災地の物資ニヸズに供給が間に合わない

状況に陥った時も、多くの関係者や支援者の方々

のご協力で支援事業を継続展開することができま

した。 

 

さらに発災当日から twitter や facebook などネッ

トを通し多くの方々から寄せられた応援のメッセ

ヸジは私たちの活動の大きな支えとなりました。

寄付サイト JustGiving Japan やその他、直接のお

振込み等により、この 6 か月間で 4 万 9 千以上の

法人ヷ個人の方より総額 10 億 6,100 万円（8 月末

日現在）の多大なご寄付をお預かりしています。

そのうち 5 億 2,000 万円をこの半年間で、宮城県、

岩手県への緊急支援物資の調達と配送のほか、仮

設お風呂の設営と運営、離島ヷ気仙沼市大島で津

波により運行丌可能になっていたカヸフェリヸの
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就航支援、医療従事者の宿直施設、倉庨や集会所

など多目的使用のトレヸラヸハウスの提供、一時

倉庨やボランティア宿泊用に Civic Force が独自に

開発したテントの提供などに活用させていただき

ました。 

 

■パートナーとの連携によるサービス提供 

 

また、4 月から NPO パヸトナヸ協働事業として、

災害看護や外国人のケア、ボランティアの受入拠

点の確立など、特定の分野に特化した専門性の高

い団体と緊急協働事業を展開しました。6 月以降

は被災により集団で高台への移転を余儀なくされ

たコミュニティに対し、新しい産業復興と環境整

備を視野に入れた新しいまちづくりへの支援や、

津波により多くの車両が流されてしまった地域で

車両の共同使用（カヸシェアリング）の提案など、

地元のニヸズに応える事業をパヸトナヸ団体とと

もに実施してきました。これまでに 11 事業（うち

2 事業は終了）を岩手県、宮城県、山形県、福島

県で広く継続的に被災者支援を実施しています。 

 

Civic Force が目指してきた NPO や企業との連携に

よる迅速かつ効果的な緊急支援が、多くの方々か

らの温かいご支援に支えられて、被災者の方々に

届けることができたことを、今ここで半年間を振

り返りあらためて実感しております。 

 

  これからの半年 

 

震災発生から半年が経過した被災地での支援ニヸ

ズと課題は、多岐にわたっています。 

 

未だ片付かないガレキの掃除などで人手が必要な

状況に対応するために、いかに継続的に人員を派

遣するか、避難所から仮設住宅に移動し、元のコ

ミュニティから遠く離れてしまった被災者の孤立

化をどのように防ぐか、長い避難生活を送る被災

者の方々のメンタルなケアの必要性にどのような

専門性をもって対応するか、三陸海岸沿いの主要

産業でもある漁業や水産加工業の復旧の見通しが

つかない中で、地元経済をどのように立て直して

深刻な雇用問題や人口の流出を防ぐか、津波の被

害で地盤沈下し家屋の再建ができない地域住民の

集団移転をどのように支え、安全な新しいまちづ

くりをどう支援するか、高齢化がすすむ過疎地域

での災害後の復興をどう考えるかヷヷヷ。 

 

Civic Force では、多角的なアプロヸチと中長期的

な支援を実施するため、6 月に設置した東北事務

所を引き続き維持して専門スタッフが常駐し、地

元に根差した NPO と協働し、仮設住宅への見回り

や心理社会ケアを通して住民の孤立を防ぐ対応や、

地域復興を目指したコミュニティ支援を行ってい

きます。 

また、企業の力を最大限に活かして、社員ボラン

ティアの継続的な受入れを行い、人手が必要な地

域を対象に活動を展開します。 

 

さらに、新しい地域経済を創造する「基金」を設

立し、特定の企業の成功にとどまることなく、事

業の成功によって、そこに関不する取引先、従業

員、地域経済が恩恵を受けるような公益性が高い

事業を応援するしくみを創ります。これまでに緊

急支援でご協力いただいた多くの企業の皆さまに、

事業が必要とする経営や販売促進のノウハウや専

門知識、商品開発、マヸケティング等への専門分

野でのさらなるご協力をいただきながら取り組ん

でいきたいと考えております。 

 

復興ヷ復旧支援のステヸジでも、NPO、企業、政

府、行政との連携プラットフォヸムを軸に Civic 

Force がその事務局機能として調整をはかり、より

効果的な支援の展開を目指します。 

 

「Civic Force（＝市民の力）」がなければ、これだ

けの災害の復興を担うことは難しいと確信し、被

災者の方々の声を真摯に受け止めて、さらに今後

表出することが想定される新規ニヸズに柔軟に、

かつ迅速に対応していきたいと思っています。 

 

－事務局長ヷ根木 佳織 
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  活動報告： パートナーとの展開する 9事業 

 

Civic Force では、きめ細やかで継続的な被災者ニ

ヸズへの対応を目指し、活動を継続しています。

経済と社会の両輪により、被災地の復旧ヷ復興に

即効性ある活動を心がけています。 

 

被災地における多様なニヸズに専門性をもって応

えることができるパヸトナヸ団体と連携して、岩

手県ヷ宮城県ヷ福島県ヷ山形県で広域に社会的サ

ヸビスを提供しています。拠出する際には、組織

と事業内容を外部専門家と精査し、毎月の報告を

求めるほか、Civic Force が外部専門家とともに現

地に赴きモニタリングをしています。第一期では

8 団体（うち 2 団体終了）、第二期では 3 団体と連

携して、協働しています。 

 

－第Ⅰ期事業－ 

 

■災害看護支援機構×Civic Force 

被災者の心と体

の健康維持を目

的に、災害看護

の専門家が岩手

県山田町、宮城

県気仙沼市の避

難所ヷ仮設住宅、

知的障害者施設

で活動を行っています。事前に災害看護の講習を

受けた専門職たちが、ロヸテヸションを組み現地

に入り、被災者のケアを行うのと同時に被災した

現地の専門家たちに災害看護のノウハウを指導し

ています。岩手県山田町にあるハマナス学園では、

8 月は延べ 38 名の看護職を派遣し、夜間急変に備

えるため学園施設内で宿泊しました。夜勤中の支

援員さんからは、「日中に言えないことが話せる

ようになった」、「聞いてくれるだけで楽になっ

た」と支援する側をサポヸトする体制を構築して

います。 

 

■NPO愛知ネット×Civic Force 

臨床心理士のチヸムが、PTSD（心的外傷後ストレ

ス障害）の予防を目的に岩手県大船渡市を中心に

心のケアを提供しています。独り暮らしをされて

いる高齢者などが仮設住宅へ移り、新しい環境へ

の適応丌安などを吐露する声が増えている中、仮

設 の 集 会 所 で 臨

床動作法やヨガ、

お 茶 会 な ど を 開

催しています。参

加 し た 高 齢 者 か

らは、「話して軽

くなった」「から

だを意識して動かすことができた」と気持ちの変

化に寄り添っています。 

 

■難民支援協会×Civic Force 

岩 手 県 陸 前 高 田

市を中心に、難民

ボ ラ ン テ ィ ア の

派遣、災害の中で

弱 い 立 場 に 陥 り

が ち な 女 性 や 外

国 人 へ の 支 援 を

行っています。6

カ国の難民ボランティア 14 人を含む 84 人のボラ

ンティアを陸前高田市に派遣しました。また、8

月は避難所 13 カ所で約 566 個の女性キットを配布

したほか、アロマテラピヸ講座を 2 回開催しまし

た。被災外国人向けの日本語サポヸト支援の一環

で、日本語能力チェックテストも実施しています。 

 

■被災地 NGO恊働センター×Civic Force 

岩手県海岸地域の

被災地を支援する

ため、隣接の岩手県

遠野市に後方支援

拠点を設置し、さら

に被災地自治体に

対して政策提言を

行う事業を行って

います。御盆をめどに、避難所から仮設への移行

がほぼ完了したことをうけ、生きがいしごとづく

り事業「まけないぞう」作りを仮説住宅の集会場

で実施する回数が増えています。集会場で実施す

ることにより、震災後初めて知人と再開する方々

が見受けられたり、仮説住宅に移ってからは人と

の交流が途絶えてしまうかと丌安に感じていた方

より「作ることの楽しみを覚え感謝しています」

と、孤立を防ぐ、人と人をつなぐ役割を「まけな

いぞう」が作り出しています。 
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■生活クラブやまがた生活協同組合×Civic Force 

福島原発事故により山形

へ避難している住民の

方々への支援及び、被災

地へのハブ拠点を米沢市

に形成し、復興ヷ復旧を

迅速かつ効果的に実施し

ています。8 月現在、福島

県から米沢市への避難者

は 3,404 名となりました。

以前から開催し好評だった「お茶飲み会」を毎週

水曜日に定例で行い、毎回 50 名以上の方が参加

しています。また、避難先の地元市民との情報交

換のため「ボラよね新聞」の発行、支援物資を 10

円で購入できる「10 円バザヸ」の実施、壁掛けタ

オルの「まけないぞう」作りを行っています。こ

れから福島からの避難者にとっては、米沢で初め

ての冬を迎えます。雪かきや暖の取り方を含め、

燃料の準備など冬支度の準備を進めていきます。 
 

■save the dog×Civic Force 

福島県の原発事故に

より被災した家庩犬

の保護、捕獲活動お

よび、里親探しの事

業を実施しています。

現在保護している計

12 頭の犬のうち、9

頭は都内 4 ヵ所の拠

点で飼育管理され、3 頭は近隣の個人宅へ一時的

に預って頂いています。福島県から避難を強いら

れている御家族が、一時的に犬の預かりをされて

いるご家庩を訪問し、飼い犬と対面をすることも

予定されています。 保護直後は、健康を崩してい

た犬も、毎日のきめ細かい体調管理や、獣医師の

方からの診察を受けながら、少しずつ体調や表情

が落ち着いてきています。 
 

－第Ⅱ期事業－ 
 

■森は海の恋人×Civic Force 

津波によって集落が壊滅した気仙沼市舞根地区に

おいて、地元発の NPO として集団移転に伴う持続

可能なまちづくり事業を実施しています。その第

一歩として、高台への集団移転を希望している住

民の意向を調査するため、仮設住宅の集会場にお

いて懇親会を実施し

ました。懇親会の参

加者は共通して「生

まれ育った舞根に早

く戻りたい」と述べ

ていました。また、

まちづくりのための基礎情報を集めるため、京都

大学や首都大学東京の研究者グルヸプとのパヸト

ナヸシップのもと、自然環境づくりのためのフィ

ヸルド調査を進めています。 
 

■地域再生プロジェクト×Civic Force 

気仙沼市の離島ヷ大島では、島民が本土側に置い

ていた車の多くが津波で流され、島民の移動が特

に制限されていま

す。そこで、丌自由

を強いられている

被災した島民のニ

ヸズに対応するた

めに、9 月 7 日より

カヸシェアリング

（車の共同利用）事業を開始しました。事業開始

に先立って行われた仮設住宅での説明会には 30

名以上の方が参加しました。当面は自家用車 10 台

を気仙沼市エヸスポヸトに配置し、被災した大島

の島民が共同で利用する計画です。 
 

■みんなのことば×Civic Force 

被災地へ生演奏の

コンサヸトを届け

る活動を行ってい

ます。８月は大船渡

市と陸前高田市に

て、計 9 ヶ所 800

人を越える方々へ

コンサヸトを開催しました。みんなのことばのコ

ンサヸトは、４つの楽器を奏でる演奏者とともに、

聴いている方々も、歌う、演奏に参加できるプロ

グラム構成をとっていることが特徴です。大船渡

市の保育園では、震災前は楽器を触る機会が多か

ったが、震災後は一度も触っていないということ

を聞き、演奏者とともに楽器練習を行った後に「ラ

デツキヸ行進曲」を一緒に合奏し、子ども達とと

もに作るコンサヸトを実施しています。被災され

た方々の精神的活力を高めるため、活動を続けて

いきます。 
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  新規事業のご案内： Civic Force 復興支援事業 

 

Civic Force では、復旧ヷ復興を加速するため、復

興支援事業を稼動しました。5 月ごろから金融等

の外部専門家との調査ヷ分析の結果、新しい地域

経済を担う中核事業者への支援が急務であること

が判明し、準備を開始しました。その結果、2 つ

の復興支援事業が始動しました。1 つは、新しい

地域経済の担い手の構想に対する実現可能性調査

（フィジビリティヷスタディ）の支援、もう 1 つ

は、総額 5 億円規模（目標）の基金の設立と運営

です。 

 

■問題意識 

日本のモノづくりの大黒柱であり、地域に根ざし

た産業構造を持つ東北地方は、3 月 11 日の東日本

大震災によって、経済活動に必要な取引先の連鎖

（サプライチェヸン）が絶たれました。豊かな資

源を持ちながらも、人口構造や産業構造の変動に

より、産業の空洞化などの問題を抱えていた中で

の被災は、追い討ちをかけました。一部には、既

に震災倒産が始まっている中、金融機関や行政か

らの資金供給だけでは復興ニヸズに十分に応えき

れていません。 

 

■実現可能性調査事業 

着想していても、その実現可能性は、各種調査や

交渉をしないと確認できません。Civic Force では、

そのアイデアに対して調査費を提供し、実現に向

けての準備を応援します。アイデアがあっても、

最初の一歩を踏み出せない起業精神のある事業者

に提供していきます。構想の実現可能性がある場

合、地元や基金（下記）と連携してさらに支援す

る枠組みを検討していきます。 

 

■基金事業 

寄付金を中心に総額 5 億円の基金を目指し、新し

い地域経済の中核を担う共益事業に、1 件あたり

数千万円規模で私募債や転換社債などの形で引き

受ける形で資本参加します。5 年後には、これら

資本を地元経済に引継ぎ、償還する約 3 億円（目

標）を、東北地方で活動する民間非営利組織（NPO

法人等）に助成金として還元する計画です。 

 

サプライチェヸンが寸断され、かつて住んでいた

人のつながりを回復するような、新しい地域経済

の創造が急務と判断しました。特定の単一企業の

成功にとどまることなく、事業の成功によって、

そこに関不する取引先、従業員、地域社会が恩恵

を受けるような新しい事業が必要ですが、制度上

の問題やリスクに対する許容力の課題から、行政

や金融機関からの支援を受けにくい課題があるこ

とが判明しました。Civic Force では、そのような

事業への投資を「共益投資」と呼び、社会的意義

がありつつも、支援がつかない事業を中心に選定

して、応援していく計画です。 

 

■資金計画 

新たな基金は、5 億円規模の資金を保有し、投資

する構想です。Civic Force には、これまでに 10

億円をこえる寄付を受けており、そのうち 5 億円

以上を既に災害支援事業に執行しました。今回の

基金構想には、残り 5 億円のうち、2～3 億円をあ

て、すみやかに東北地方の新たな試みに投資しな

がら、残り 2～3 億円を法人等からの新たな寄付に

より調達する計画です。基金からは、少人数私募

債や転換社債など資本性ある資金を拠出するほか、

商品開発やマヸケティング、販売促進や経営のノ

ウハウを持つ外部専門家とともに、事業支援をし

ていきます。およそ 5 年を目安にその資金を地元

事業者等に引き継ぎ、およそ 3 億円を償還ヷ回収

できるようにする予定です。5 年後においても地

域のニヸズに応えながらも、被災地に対する薄ら

ぐ注目の中、強い資金ニヸズを持つ非営利組織

（NPO 法人や公益法人等）に対して、助成金とし

て東北地方に再投資する計画です。

事業規模

大

小

事業規模

個人（小）
資金提供者

機関（大）
資金提供者

小口集約型
金融
（マイクロ

ファイナンス）

既存金融機関
の融資等

共益投資

・地域経済への波及効果
・個人と企業の連携
・事業性と社会性のハイブリッド
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マンスリーサポーター募金開始しました。平時の活動を月々のご寄付で支えてください。6 ページご参照ください。 

 

寄付金執行状況と執行計画のご案内 

 

8 月末日時点で、約 4 万 9 千の個人と法人の皆さ

まから、合計で約 10 億 6,100 万円のご寄付をいた

だいています。およそ 65％が個人、35％が法人か

らいただいています。改めて皆さまのご支援に御

礼申し上げます。 

 

8 月末日現在の執行済み確定金額をご報告申し上

げます。金額は暫定ヷ速報値です。 

 

事業 金額 

緊急支援物資の調達ヷ配送 2 億 2,790 万円 

生活改善のための風呂設営 1,861 万円 

離島へのカヸフェリヸ就航 1,918 万円 

パヸトナヸ協働事業 9,630 万円 

多目的ヷ稼動型拠点の提供 6,538 万円 

復興支援事業 1,826 万円 

ボランティア受入用テント 3,688 万円 

事業共通の諸経費* 4,331 万円 

合計： 5 億 2,585 万円 

* 資金調達に関連する費用含む 

 

寄付金の執行においては、都度理事会で承認して

いるほか、監事により適正な意思決定と会計業務

が行われていることを確認しています。 

 

 

お知らせ： マンスリーサポーター募金開始しました 

 

Civic Force では、東日本大震災での経験を活かし、

さらに幅広く機動力のある支援ネットワヸクを構

築していきたいと考えています。 

次の災害に備えて、行政のほか、国内大手企業や

専門性ある NGO と、精力的に協議ヷ準備を進める

必要があります。災害支援は、日ごろからの備え

が、スピヸドと規模、支援品質に大きな影響を不

えることが、今回の大震災でも分かりました。 

 

平時からの備えのためにも、「市民の力（＝Civic 

Force）」をお貸しください。マンスリヸサポヸタ

ヸとして、毎月定額をご寄付いただく形で、大規

模災害への備えに必要な活動経費を支えていただ

きたく、お願いします。 

 

災害、特に地震はいつ、どこで起きるか、分かり

ません。いまから次なる災害に備え、日本のどこ

で地震が起きても、今回よりさらに効果的で効率

のよい支援活動が展開できるようご協力いただけ

ますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

※Civic Force ホヸムペヸジ

（http://civic-force.org/）から「オンライン募金」

をクリックしてください。 

 

お知らせ： 災害支援の国際会議迫る！ 

9 月 29日（木） 9：30～17：00 

 

アジア太平洋地域での、災害支援のプラットフォ

ヸムの構築を目指し、アジア各国の災害支援のリ

ヸダヸたちが、東京に集います。東日本大震災の

経験から、民間による支援のあり方について何を

学び、何を共有するのか。 

シビックフォヸスは、今後アジア太平洋地域で起

こりえる災害において、「少しでも早く、一人でも

多く救う」ための即応体制のプラットフォヸム構

築と復興支援の在り方について、各国の経済界ヷ

NGO 界の参加者と協議します。 

このプラットフォヸムづくりに是非ご参加くださ

い。参加は無料です。事前登録による先着順でご

参加いただけます。Civic Force のホヸムペヸジ

（http://www.civic-force.org/）からご登録くださ

い。皆さまのご参加をお待ちしています。 

 

※毎月 11 日前後に発行しているマンスリヸヷレポ

ヸトは、http://civic-force.org/news/monthly/ か

らご覧いただけます。ホヸムペヸジや twitter では

最新の活動状況や現地の様子を報告しています。

また YouTube で特別動画の配信を、facebook で英

語の情報発信をしています。 

 

@civicforce 
 

http://www.facebook.com/civicf

orce 
 

http://www.youtube.com/user/civi

cforceorg 

http://civic-force.org/
http://www.civic-force.org/
http://civic-force.org/news/monthly/

